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回次
第３期

第３四半期
連結累計期間

第４期
第３四半期
連結累計期間

第３期

会計期間
自　2019年11月１日
至　2020年７月31日

自　2020年11月１日
至　2021年７月31日

自　2019年11月１日
至　2020年10月31日

売上収益
（百万円）

7,030 8,230 9,630

（第３四半期連結会計期間） (2,462) (2,864)

税引前四半期利益又は税引前利益 （百万円） 808 1,070 912

親会社の所有者に帰属する四半期

（当期）利益 （百万円）
519 695 584

（第３四半期連結会計期間） (221) (254)

親会社の所有者に帰属する四半期

（当期）包括利益
（百万円） 518 696 583

親会社の所有者に帰属する持分 （百万円） 5,934 6,695 5,998

総資産額 （百万円） 18,911 19,243 18,822

基本的１株当たり四半期（当期）利

益 （円）
35.28 47.21 39.68

（第３四半期連結会計期間） (15.04) (17.24)

希薄化後１株当たり四半期（当期）

利益
（円） 35.28 46.20 39.68

親会社所有者帰属持分比率 （％） 31.4 34.8 31.9

営業活動によるキャッシュ・フロー （百万円） 1,312 1,600 1,728

投資活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △312 △298 △379

財務活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △334 △1,014 △909

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（百万円） 1,443 1,505 1,217

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

（注）１．当社は要約四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．売上収益には、消費税等は含まれておらず、百万円未満を切り捨てて記載しております。

３．上記指標は、国際会計基準（以下「IFRS」という。）により作成された要約四半期連結財務諸表及び連結財

務諸表に基づいております。

４．当社は、2021年８月18日開催の取締役会決議により、2021年９月４日付で普通株式１株につき20株の株式分

割を行っております。そのため、第３期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当

期）利益及び希薄化後１株当たり四半期（当期）利益を算定しております。

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、新規上場申請のための有価証券報告

書（Ⅰの部）に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の世界的な流行により、景気が

急速に悪化し、個人消費にも大きな影響を与えました。四度目の緊急事態宣言も発令され、先行き不透明な状況

が続いております。

当社グループが属する美容室業界につきましては、日常生活において欠かせないサービスと位置付けされてい

るものの、各種イベントの減少や在宅勤務の長期化に伴い少なからず影響が出ているような環境であります。こ

のような状況の中、当社グループは、定期的な消毒や換気、スタイリスト全員のマスク着用を徹底し感染防止対

策に万全を期し、企業理念に「スタイリストファーストを信念にお客さまに幸せと喜びを提供する」ことを掲

げ、スタイリスト自身の喜びに繋げることがさらなるお客さまの幸せに繋がると考え、その実現に向けて事業運

営に取り組んでおります。

この結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上収益8,230百万円（前年同四半期比17.1％増）、営

業利益1,144百万円（前年同四半期比24.2％増）、税引前四半期利益1,070百万円（前年同四半期比32.4％増）、

親会社の所有者に帰属する四半期利益695百万円（前年同四半期比33.8％増）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（直営美容室運営事業）

直営美容室運営事業につきましては、前連結会計年度からの新型コロナウイルス感染症の影響は継続している

ものの、直営店舗の出店環境が改善したことから、美容サービス収益が増加しました。

この結果、売上収益は6,393百万円（前年同四半期比11.0％増）、セグメント利益は235百万円（前年同四半期

比28.8％増）となりました。

（フランチャイズ事業）

フランチャイズ事業につきましては、フランチャイズ店の出店環境が改善したことから、フランチャイズの美

容サービス収益の増加に伴い、ロイヤリティ収益が増加しました。

この結果、売上収益は1,355百万円（前年同四半期比26.7％増）、セグメント利益は672百万円（前年同四半期

比17.3％増）となりました。

（インテリアデザイン事業）

インテリアデザイン事業につきましては、直営店舗及びフランチャイズ店の出店環境が改善したことから、内

装工事等の受注が増加しました。

この結果、売上収益は1,319百万円（前年同四半期比35.8％増）、セグメント利益は129百万円（前年同四半期

比61.1％増）となりました。

(2) 財政状態の状況

当第３四半期連結会計期間末における資産、負債及び資本の状況は次のとおりであります。

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べ421百万円増加し、2,532百万円となりました。これは主として、現金及

び現金同等物の増加287百万円、直近の売上収益の増加に伴う営業債権及びその他の債権の増加152百万円等によ

るものであります。非流動資産は、前連結会計年度末に比べ0百万円増加し、16,711百万円となりました。これ

は主として、ソフトウエア投資による無形資産の増加32百万円、新規出店による有形固定資産の増加26百万円、

また通常の減価償却に伴う使用権資産の減少87百万円等によるものであります。その結果、資産は、前連結会計

年度末に比べ421百万円増加し、19,243百万円となりました。
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（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べ109百万円増加し、2,901百万円となりました。これは主として、直近の

売上収益の増加に伴う営業債務及びその他の債務の増加141百万円、納付等に伴う未払法人所得税等の減少80百

万円等によるものであります。非流動負債は、前連結会計年度末に比べ384百万円減少し、9,646百万円となりま

した。これは主として、借入金の返済等に伴う減少328百万円、リース負債の返済等に伴う減少91百万円等によ

るものであります。その結果、負債は、前連結会計年度末に比べ274百万円減少し、12,548百万円となりまし

た。

（資本）

資本は、前連結会計年度末に比べ696百万円増加し、6,695百万円となりました。これは主として、親会社の所

有者に帰属する四半期利益による利益剰余金の増加695百万円等によるものであります。

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末

に比べ287百万円増加し、1,505百万円となりました。

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により増加した資金は、1,600百万円（前年同期は1,312百万円の増加）となりました。これは主とし

て、税引前四半期利益1,070百万円（前年同期比261百万円の増加）、減価償却費及び償却費954百万円（前年同

期比26百万円の増加）等の資金増加要因に対して、法人所得税の支払額455百万円（前年同期比167百万円の増

加）等の資金減少要因があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により減少した資金は、298百万円（前年同期は312百万円の減少）となりました。これは主として、

有形固定資産の取得による支出245百万円（前年同期比13百万円の減少）等の資金減少要因があったことによる

ものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により減少した資金は、1,014百万円（前年同期は334百万円の減少）となりました。これは、リース

負債の返済による支出699百万円（前年同期比63百万円の増加）、長期借入金の返済による支出315百万円（前年

同期比69百万円の減少）の資金減少要因があったことによるものであります。

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 5,000,000

計 5,000,000

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

（注）１．当社は2021年８月18日開催の臨時株主総会決議により、2021年８月18日付で発行可能株式総数変更に伴う定款

の変更を行い、発行可能株式総数は2,100,000株減少し、2,900,000株となりました。

２．2021年９月４日付で普通株式１株につき20株の割合で株式分割を行っております。これにより発行可能株式総

数は55,100,000株増加し、58,000,000株となっております。

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2021年７月31日）

提出日現在発行数（株）
（2021年９月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 736,816 14,736,320 非上場
単元株式数

100株

計 736,816 14,736,320 － －

②【発行済株式】

（注）１．2021年９月４日付で普通株式１株につき20株の割合で株式分割を行っております。これにより発行済株式総数

は13,999,504株増加し、14,736,320株となっております。

２．2021年８月18日開催の臨時株主総会決議により、2021年８月18日付で１単元を100株とする単元株制度を採用

しております。

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2021年５月１日～

2021年７月31日
－ 736,816 － 90 － 2,593

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

（注）2021年９月４日付で普通株式１株につき20株の割合で株式分割を行っております。これにより発行済株式総数は

13,999,504株増加し、14,736,320株となっております。

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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2021年７月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）
普通株式

736,816
736,816 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 736,816 － －

総株主の議決権 － 736,816 －

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

（注）2021年８月18日開催の臨時株主総会決議により、2021年９月４日付で普通株式１株につき20株の割合で株式分割を

行うとともに、１単元を100株とする単元株制度を採用しております。これにより、提出日現在において、完全議

決権株式（その他）の株式数は14,736,320株、議決権の数は147,363個、発行済株式総数の株式数は14,736,320

株、総株主の議決権の議決権の数は147,363個となっております。

②【自己株式等】

該当事項はありません。

２【役員の状況】

前事業年度に係る定時株主総会終了後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．要約四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の要約四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内

閣府令第64号）第93条の規定により、国際会計基準第34号「期中財務報告」に準拠して作成しております。

２．監査証明について

　当社は、株式会社東京証券取引所の「有価証券上場規程」第211条第６項の規定に基づき、第３四半期連結会計期

間（2021年５月１日から2021年７月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年11月１日から2021年７月31日ま

で）に係る要約四半期連結財務諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

2021/10/13 9:39:47／21806069_株式会社ＡＢ＆Ｃｏｍｐａｎｙ_公開申請書類（第３四半期）

- 6 -



（単位：百万円）

注記
前連結会計年度

（2020年10月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2021年７月31日）

資産

流動資産

現金及び現金同等物 1,217 1,505

営業債権及びその他の債権 463 616

棚卸資産 58 47

その他の流動資産 371 363

流動資産合計 2,111 2,532

非流動資産

有形固定資産 973 1,000

使用権資産 3,411 3,324

のれん 7,468 7,468

無形資産 4,326 4,358

持分法で会計処理されている投資 9 11

その他の金融資産 ９ 329 353

繰延税金資産 168 168

その他の非流動資産 24 27

非流動資産合計 16,711 16,711

資産合計 18,822 19,243

１【要約四半期連結財務諸表】

（１）【要約四半期連結財政状態計算書】
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（単位：百万円）

注記
前連結会計年度

（2020年10月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2021年７月31日）

負債及び資本

負債

流動負債

営業債務及びその他の債務 726 868

契約負債 12 8

借入金 ９ 629 651

リース負債 911 916

未払法人所得税等 244 163

引当金 8 －

その他の流動負債 259 293

流動負債合計 2,792 2,901

非流動負債

借入金 ９ 5,897 5,568

リース負債 2,533 2,442

引当金 241 276

繰延税金負債 1,358 1,358

その他の非流動負債 0 0

非流動負債合計 10,031 9,646

負債合計 12,823 12,548

資本

資本金 90 90

資本剰余金 4,985 4,985

利益剰余金 922 1,618

その他の資本の構成要素 1 1

親会社の所有者に帰属する持分合計 5,998 6,695

資本合計 5,998 6,695

負債及び資本合計 18,822 19,243
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（単位：百万円）

注記
前第３四半期連結累計期間
（自　2019年11月１日

至　2020年７月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2020年11月１日

至　2021年７月31日）

売上収益 ５、７ 7,030 8,230

売上原価 △3,525 △4,208

売上総利益 3,504 4,022

販売費及び一般管理費 △2,634 △2,895

その他収益 79 29

その他費用 △29 △11

営業利益 ５ 920 1,144

金融収益 0 2

金融費用 △109 △77

持分法による投資利益又は損失（△） △2 2

税引前四半期利益 808 1,070

法人所得税費用 △288 △375

四半期利益 519 695

四半期利益の帰属

親会社の所有者 519 695

四半期利益 519 695

１株当たり四半期利益

基本的１株当たり四半期利益（円） ８ 35.28 47.21

希薄化後１株当たり四半期利益（円） ８ 35.28 46.20

（２）【要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書】

【要約四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】
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（単位：百万円）

注記
前第３四半期連結会計期間
（自　2020年５月１日

至　2020年７月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　2021年５月１日

至　2021年７月31日）

売上収益 2,462 2,864

売上原価 △1,224 △1,455

売上総利益 1,237 1,409

販売費及び一般管理費 △863 △1,001

その他収益 39 8

その他費用 △22 △4

営業利益 391 411

金融収益 0 0

金融費用 △37 △24

持分法による投資利益又は損失（△） △1 1

税引前四半期利益 352 388

法人所得税費用 △131 △134

四半期利益 221 254

四半期利益の帰属

親会社の所有者 221 254

四半期利益 221 254

１株当たり四半期利益

基本的１株当たり四半期利益（円） ８ 15.04 17.24

希薄化後１株当たり四半期利益（円） ８ 15.04 16.87

【第３四半期連結会計期間】
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（単位：百万円）

注記
前第３四半期連結累計期間
（自　2019年11月１日

至　2020年７月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2020年11月１日

至　2021年７月31日）

四半期利益 519 695

その他の包括利益

純損益に振り替えられる可能性のある項目

在外営業活動体の換算差額 △0 0

持分法適用会社におけるその他の包括利

益に対する持分
△0 0

純損益に振り替えられる可能性のある項

目合計
△1 0

税引後その他の包括利益 △1 0

四半期包括利益 518 696

四半期包括利益の帰属

親会社の所有者 518 696

四半期包括利益 518 696

【要約四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】
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（単位：百万円）

注記
前第３四半期連結会計期間
（自　2020年５月１日

至　2020年７月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　2021年５月１日

至　2021年７月31日）

四半期利益 221 254

その他の包括利益

純損益に振り替えられる可能性のある項目

在外営業活動体の換算差額 △0 0

持分法適用会社におけるその他の包括利

益に対する持分
△0 0

純損益に振り替えられる可能性のある項

目合計
△0 0

税引後その他の包括利益 △0 0

四半期包括利益 221 254

四半期包括利益の帰属

親会社の所有者 221 254

四半期包括利益 221 254

【第３四半期連結会計期間】

2021/10/13 9:39:47／21806069_株式会社ＡＢ＆Ｃｏｍｐａｎｙ_公開申請書類（第３四半期）

- 12 -



注記 資本金 資本剰余金 利益剰余金

その他の

資本の

構成要素

親会社の

所有者に

帰属する

持分合計

資本合計

2019年11月１日時点の残高 90 4,985 338 2 5,415 5,415

四半期利益 － － 519 － 519 519

その他の包括利益 － － － △1 △1 △1

四半期包括利益合計 － － 519 △1 518 518

2020年７月31日時点の残高 90 4,985 857 1 5,934 5,934

注記 資本金 資本剰余金 利益剰余金

その他の

資本の

構成要素

親会社の

所有者に

帰属する

持分合計

資本合計

2020年11月１日時点の残高 90 4,985 922 1 5,998 5,998

四半期利益 － － 695 － 695 695

その他の包括利益 － － － 0 0 0

四半期包括利益合計 － － 695 0 696 696

株式報酬取引 － － － △0 △0 △0

所有者との取引額合計 － － － △0 △0 △0

2021年７月31日時点の残高 90 4,985 1,618 1 6,695 6,695

（３）【要約四半期連結持分変動計算書】

（単位：百万円）

（単位：百万円）
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（単位：百万円）

注記
前第３四半期連結累計期間
（自　2019年11月１日

至　2020年７月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2020年11月１日

至　2021年７月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期利益 808 1,070

減価償却費及び償却費 928 954

減損損失 9 3

持分法による投資損益（△は益） 2 △2

金融収益及び金融費用 109 75

固定資産除売却損益（△は益） 13 2

営業債権及びその他の債権の増減額（△は増

加）

△56
△154

棚卸資産の増減額（△は増加） △25 10

営業債務及びその他の債務の増減額（△は減

少）

△43
119

契約負債の増減額（△は減少） △17 △3

その他 △34 43

小計 1,694 2,120

利息の受取額 0 0

利息の支払額 △93 △64

法人所得税の支払額 △288 △455

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,312 1,600

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △259 △245

有形固定資産の売却による収入 4 12

無形資産の取得による支出 △9 △27

差入保証金の差入による支出 △37 △30

差入保証金の回収による収入 10 7

その他 △20 △15

投資活動によるキャッシュ・フロー △312 △298

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 690 －

長期借入金の返済による支出 △385 △315

リース負債の返済による支出 △635 △699

その他 △4 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △334 △1,014

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 664 287

現金及び現金同等物の期首残高 778 1,217

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,443 1,505

（４）【要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
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【要約四半期連結財務諸表注記】

１．報告企業

株式会社AB&Company（以下、「当社」）は、日本に所存する企業であります。当社の登記している本社の住所

は、東京都新宿区であります。

当社の要約四半期連結財務諸表は2021年７月31日を期末日とし、当社及びその子会社（以下、「当社グルー

プ」）ならびに当社の関連会社に対する持分により構成されております。

当社グループの事業内容及び主要な活動は、「直営美容室運営事業」「フランチャイズ事業」「インテリアデ

ザイン事業」であり、詳細については注記「５．セグメント情報」に記載しております。

２．作成の基礎

(1）要約四半期連結財務諸表がIFRSに準拠している旨

当社グループの要約四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規

則」（平成19年内閣府令第64号）第１条の２に掲げる「指定国際会計基準特定会社」の要件を満たすことか

ら、同第93条の規定により、国際会計基準第34号「期中財務報告」に準拠して作成しております。

要約四半期連結財務諸表は、年次連結財務諸表で要求されている全ての情報が含まれていないため、前連結

会計年度の連結財務諸表と併せて利用されるべきものであります。

本要約四半期連結財務諸表は、2021年９月10日に取締役会において承認されております。

(2）測定の基礎

当社グループの要約四半期連結財務諸表は、公正価値で測定されている特定の金融商品等を除き、取得原価

を基礎として作成しております。

(3）機能通貨及び表示通貨

当社グループの要約四半期連結財務諸表は、当社の機能通貨である日本円を表示通貨としており、百万円未

満を切り捨てて記載しております。

３．重要な会計方針

要約四半期連結財務諸表において適用する重要な会計方針は、前連結会計年度に係る連結財務諸表において適

用した会計方針と同一であります。

なお、当第３四半期連結累計期間の法人所得税費用は、見積年次実効税率を基に算定しております。

４．重要な会計上の見積り及び見積りを伴う判断

要約四半期連結財務諸表の作成において、経営者は、会計方針の適用並びに資産、負債、収益及び費用の金額

に影響を及ぼす判断、見積り及び仮定の設定を行うことが義務付けられております。実際の業績は、これらの見

積りとは異なる場合があります。

見積り及びその基礎となる仮定は継続して見直されます。会計上の見積りの変更による影響は、その見積りを

変更した会計期間及び影響を受ける将来の会計期間において認識されます。

本要約四半期連結財務諸表の金額に重要な影響を与える見積り及び判断は、前連結会計年度に係る連結財務諸

表と同様であります。
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報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

連結財務諸

表計上額直営美容室

運営事業

フランチャ

イズ

事業

インテリア

デザイン

事業

計

売上収益

外部収益

セグメント間収益

5,758

－

597

471

673

297

7,030

769

－

333

7,030

1,102

－

△1,102

7,030

－

計 5,758 1,069 971 7,799 333 8,132 △1,102 7,030

営業利益 183 572 80 836 118 955 △34 920

報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

連結財務諸

表計上額直営美容室

運営事業

フランチャ

イズ

事業

インテリア

デザイン

事業

計

売上収益

外部収益

セグメント間収益

6,393

－

821

533

1,015

304

8,230

837

－

391

8,230

1,228

－

△1,228

8,230

－

計 6,393 1,355 1,319 9,068 391 9,459 △1,228 8,230

営業利益 235 672 129 1,037 143 1,180 △36 1,144

５．セグメント情報

(1）報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

経営者が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。

当社グループは持株会社体制をとっており、当社は持株会社としてグループ経営戦略の策定及びグループ会

社の経営指導等を行い、各子会社において事業活動を展開しております。当社グループは、事業の種類別に

「直営美容室運営事業」、「フランチャイズ事業」及び「インテリアデザイン事業」の３つを報告セグメント

としております。

直営美容室運営事業は、当社グループにおける直営店舗の運営による美容サービスの提供を行っておりま

す。

フランチャイズ事業は、当社グループのフランチャイズ加盟店に対して、経営指導、企業ノウハウ及び教育

研修の提供、PB商品の販売、材料仕入、広告代理業務、採用、経理や管理業務の代行等を行っております。

インテリアデザイン事業は、美容室等の内装デザインや施工業者のアレンジ等のサービス提供を行っており

ます。

(2）報告セグメントに関する情報

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。なお、セグメント間の売上収益は、市場実勢

価格に基づいております。

前第３四半期連結累計期間（自　2019年11月１日　至　2020年７月31日）

（単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、本社管理事業等を含んで

おります。

２．調整額は、主にセグメント間取引消去であります。

当第３四半期連結累計期間（自　2020年11月１日　至　2021年７月31日）

（単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、本社管理事業等を含んで

おります。

２．調整額は、主にセグメント間取引消去であります。
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６．配当金

(1) 配当金支払額

配当金の支払額は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間（自　2019年11月１日　至　2020年７月31日）

該当事項はありません。

当第３四半期連結累計期間（自　2020年11月１日　至　2021年７月31日）

該当事項はありません。

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

前第３四半期連結累計期間（自　2019年11月１日　至　2020年７月31日）

該当事項はありません。

当第３四半期連結累計期間（自　2020年11月１日　至　2021年７月31日）

該当事項はありません。

（単位：百万円）

報告セグメント

合計直営美容室
運営事業

フランチャイ
ズ事業

インテリア
デザイン事業

計

美容サービス 5,758 － － 5,758 5,758

ロイヤリティ収入 － 593 － 593 593

インテリアデザイン － － 671 671 671

その他 － 3 2 5 5

合計 5,758 597 673 7,030 7,030

収益認識の時期

一時点で移転される財 5,758 47 673 6,436 6,436

一定期間にわたり移転するサービス － 550 － 593 593

合計 5,758 597 673 7,030 7,030

（単位：百万円）

報告セグメント

合計直営美容室
運営事業

フランチャイ
ズ事業

インテリア
デザイン事業

計

美容サービス 6,393 － － 6,393 6,393

ロイヤリティ収入 － 804 － 804 804

インテリアデザイン － － 1,010 1,010 1,010

その他 － 16 4 21 21

合計 6,393 821 1,015 8,230 8,230

収益認識の時期

一時点で移転される財 6,393 71 1,015 7,480 7,480

一定期間にわたり移転するサービス － 749 － 749 749

合計 6,393 821 1,015 8,230 8,230

７．売上収益

　顧客との契約から認識した売上収益分解は次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間（自　2019年11月１日　至　2020年７月31日）

（注）グループ会社間の内部取引控除後の金額を表示しております。

当第３四半期連結累計期間（自　2020年11月１日　至　2021年７月31日）

（注）グループ会社間の内部取引控除後の金額を表示しております。
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前第３四半期連結累計期間
（自　2019年11月１日

至　2020年７月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2020年11月１日

至　2021年７月31日）

親会社の所有者に帰属する四半期利益（百万円） 519 695

期中平均普通株式数（株） 14,736,320 14,736,320

基本的１株当たり四半期利益（円） 35.28 47.21

前第３四半期連結累計期間
（自　2019年11月１日

至　2020年７月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2020年11月１日

至　2021年７月31日）

基本的１株当たり四半期利益の計算に使用する

四半期利益（百万円）
519 695

期中平均普通株式数（株） 14,736,320 14,736,320

普通株式増加数

ストック・オプション（株） － 324,467

希薄化後の期中平均普通株式数（株） 14,736,320 15,060,787

希薄化後１株当たり四半期利益（円） 35.28 46.20

８．１株当たり利益

（第３四半期連結累計期間）

(1）基本的１株当たり四半期利益の算定上の基礎

（注）当社は2021年９月４日付で普通株式１株につき20株の割合で株式分割を行いましたが、前連結会計年度の期首に

当該株式分割が行われたと仮定して基本的１株当たり四半期利益を算定しております。

(2）希薄化後１株当たり四半期利益の算定上の基礎

（注）１．当社は2021年９月４日付で普通株式１株につき20株の割合で株式分割を行いましたが、前連結会計年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定して希薄化後１株当たり四半期利益を算定しております。

２．前第３四半期については新株予約権は存在するものの、希薄化効果を有しておりません。
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前第３四半期連結会計期間
（自　2020年５月１日

至　2020年７月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　2021年５月１日

至　2021年７月31日）

親会社の所有者に帰属する四半期利益（百万円） 221 254

期中平均普通株式数（株） 14,736,320 14,736,320

基本的１株当たり四半期利益（円） 15.04 17.24

前第３四半期連結会計期間
（自　2020年５月１日

至　2020年７月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　2021年５月１日

至　2021年７月31日）

基本的１株当たり四半期利益の計算に使用する

四半期利益（百万円）
221 254

期中平均普通株式数（株） 14,736,320 14,736,320

普通株式増加数

ストック・オプション（株） － 323,494

希薄化後の期中平均普通株式数（株） 14,736,320 15,059,814

希薄化後１株当たり四半期利益（円） 15.04 16.87

（第３四半期連結会計期間）

(1）基本的１株当たり四半期利益の算定上の基礎

（注）当社は2021年９月４日付で普通株式１株につき20株の割合で株式分割を行いましたが、前連結会計年度の期首に当

該株式分割が行われたと仮定して基本的１株当たり四半期利益を算定しております。

(2）希薄化後１株当たり四半期利益の算定上の基礎

（注）１．当社は2021年９月４日付で普通株式１株につき20株の割合で株式分割を行いましたが、前連結会計年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定して希薄化後１株当たり四半期利益を算定しております。

２．前第３四半期については新株予約権は存在するものの、希薄化効果を有しておりません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2020年10月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2021年７月31日）

帳簿価額 公正価値 帳簿価額 公正価値

償却原価で測定する金融資産

差入保証金 328 328 352 352

長期借入金（注２） 6,526 6,531 6,220 6,227

９．金融商品の公正価値

(1）公正価値のヒエラルキー

金融商品の公正価値のヒエラルキーは、次のとおり分類しております。

レベル１：活発な市場における相場価格により測定された公正価値

レベル２：レベル１に含まれる相場価格以外で、直接又は間接的に観察可能な価格により測定された公正

価値

レベル３：観察可能でないインプットを含む、評価技法を用いて測定された公正価値

金融商品のレベル間の振替は、期末日ごとに判断しております。

(2）償却原価で測定する金融商品

償却原価で測定する金融商品の公正価値の測定方法、帳簿価額及び公正価値は以下のとおりです。

（差入保証金）

差入保証金については、償還予定時期を見積もり、安全性の高い長期の債権の利回りで割り引いた現在

価値により算定しております。すべての重要なインプットが観察可能であるためレベル２に分類しており

ます。

(長期借入金)

元利金の合計額を、新規に同様の借入を行った場合に想定される利率で割り引く方法により算定してお

り、公正価値ヒエラルキーはレベル２に分類しております。

（注）１．現金及び現金同等物、営業債権及びその他の債権、営業債務及びその他の債務は短期決済され、公正価値が

帳簿価額と近似しているため、上記の表中には含めておりません。

２．１年内返済予定の長期借入金を含んでおります。

(3）純損益を通じて公正価値で測定する金融資産

純損益を通じて公正価値で測定する金融資産公正価値の測定方法、公正価値は以下のとおりです。

（保険積立金)

保険積立金については、その公正価値は解約払戻金により測定しております。観察不能なインプットを

用いているため、レベル３に分類しております。

（出資金）

出資金については、非上場投資事業組合への出資であり、組合財産の公正価値を見積もった上、当該公

正価値に対する持分相当額を投資事業組合等への出資金の公正価値として測定しております。観察不能な

インプットを用いているため、レベル３に分類しております。
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（単位：百万円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

資産：

純損益を通じて公正価値で測定する金融資産

保険積立金 － － 3 3

出資金 － － △3 △3

（単位：百万円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

資産：

純損益を通じて公正価値で測定する金融資産

保険積立金 － － 3 3

出資金 － － △3 △3

公正価値で測定される金融商品の公正価値ヒエラルキーは以下のとおりであります。

前連結会計年度（2020年10月31日）

当第３四半期連結会計期間（2021年７月31日）

レベル３に分類される金融商品について、観察可能でないインプットを合理的に考え得る代替的な仮定に変

更した場合の公正価値の増減は重要ではありません。

(4）レベル３に分類した金融商品の評価プロセス

当社グループは、公正価値の測定に際しては、対象となる金融商品の性質、特徴及びリスクを最も適切に反

映できる評価技法及びインプットを用いております。また、公正価値の測定結果については上位役職者のレビ

ューを受けております。

(5）レベル３に分類された金融商品の期首残高から期末残高への調整表

レベル３の公正価値で評価している金融商品に重要性はないため、レベル３の公正価値に関する調整表の記

載は省略しております。

10．偶発債務

　当第３四半期連結会計期間末において、重要な事象はありません。
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11．後発事象

（株式分割、単元株制度の採用）

当社は、2021年８月18日開催の取締役会において、株式分割及び株式分割に伴う定款の一部変更を行うとと

もに2021年８月18日開催の臨時株主総会において、１単元を100株とする単元株制度を採用することについて

決議いたしました。

(1) 株式分割の目的

当社株式の投資単位の水準を引き下げることにより、当社株式の流動性の向上及び投資家層の更なる拡大

を図るとともに、単元株式数（売買単位）を100株に統一することを目標とする全国証券取引所の「売買単

位の集約に向けた行動計画」を考慮し、１単元を100株とする単元株制度を採用しております。

(2) 株式分割の概要

①分割の概要

2021年９月３日を基準日として、同日最終の株主名簿に記録された株主の所有する普通株式を、１株につ

き20株の割合をもって分割いたします。

②分割により増加する株式数

株式分割前の発行済み株式数　　　　 736,816株

今回の分割により増加する株式数　13,999,504株

株式分割後の発行済株式総数　　　14,736,320株

株式分割後の発行可能株式総数　　58,000,000株

③分割の日程

基準日公告日　2021年８月19日

基準日　　　　2021年９月３日

効力発生日　　2021年９月４日

④１株当たり情報に及ぼす影響

１株当たり情報に及ぼす影響については、当該箇所に記載しております。

(3) 単元株制度の採用

単元株制度を採用し、普通株式の単元株式数を100株といたしました。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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